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【企画趣旨】 

自立活動の指導は、特別支援学校の教育課程にある特別

な指導領域であり、特別支援学校の教員の専門性が問われ

る。しかし、自立活動の指導が難しいという声を聞くこと

がある。その理由の一つとして、自立活動は、各教科等の

ように指導目標や内容が学年毎に記されていないことが考

えられる。 

自立活動の指導は、幼児児童生徒一人一人の実態に合わ

せて指導目標や内容を設定するため、教員は目の前にいる

子供と向き合い、ある一定のプロセスを踏んで、実態把握

を行い、指導目標・内容を設定することになる。安藤（2001）

は、ある児童の実態把握を行うことや自立活動の指導目

標・内容を設定することは、一連の作業過程で解を得ると

みなせるが、解の唯一性に着目すると、設定された目標の

妥当性を検証することは困難であり、唯一の絶対は存在し

ない事態での解の抽出であると述べている。中央教育審議

会答申（2016）では、自立活動について「実態把握から指

導目標・内容の設定までの各過程をつなぐ要点を分かりや

すく記述することが必要である。その際、指導目標・内容

を設定する際の各教科等と自立活動における 手順の違い

や両者の関連を分かりやすく示す必要がある。」と記されて

いる。このようなことから、自立活動の指導における実態

把握から指導目標・内容の設定に関するプロセスに悩む教

員が多いことが推測される。 

授業改善や教師の専門性に関する課題改善の方法として

は、各学校において授業研究や校内研修会等を通じて校内

での OJT で取り組む方法がある。またその一方で、職場を

離れて、Off-JT のスタイルで同じような課題意識を持った

教職員が集まってインフォーマルな研究会等を立ち上げ、

自己の専門性の向上を目指して、研究・研修活動に取り組

む方法がある。全国を見ると、Off-JT スタイルのインフォ

ーマルな自立活動に関する研究会が散見する。 

そこで、本シンポジウムでは、全国各地で活動している

Off-JT スタイルのインフォーマルな研究会の取組に着目

し、自立活動の指導における実態把握及び指導目標・内容

の設定プロセスの在り方や教師の専門性について討論する。 

【話題提供】 

 教員が主体となって自立活動に関する研究・研修に取り

組む、全国各地の Off-JT スタイルのインフォーマルな研究

会の活動概要を紹介する。さらに、自立活動の指導実践上

の課題のうち、実態把握から指導目標・内容の設定に関す

る教師の専門性向上を目指した取組について、事例を交え

ながら報告する。（渡辺政治・藤原啓子・佐藤貴宜） 

【指定討論】 

自立活動の専門性を培うことは喫緊の課題で現職者に対

する研修確保が重要である。しかし、毎年の異動により人

事の流動化が顕著な学校では、複数年にわたる研修計画が

立ちにくく、研修成果の積み上げが困難な状況もある。そ

のような中、全国ではインフォーマルな自立活動の研修機

会が設定され、多くの教師が地域を越えて参加する姿が見

られている。このような研究会が果たす役割や今後の取組

への期待など、学校現場における自立活動の指導の現状と

課題を踏まえ、特別支援学校学習指導要領の改訂を担う立

場から、本研究の成果及び課題について言及する。 
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